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食品の加工特性の評価と 
品質変化を予測する技術の開発

品質の変化挙動は、加工食品の品種・保存
条件により異なります。多くのデータを集
めることで、より精度の高い予測式を作成
することができます。ご興味がありました
ら、是非、お気軽にお問い合わせください。

加工後の食品は、保存温度・期間によって品質の変化が起こり、一般的に賞味期限の設定には、長期間の保存試験が必要である。ま
た品質の評価は、成分抽出など食品の破砕を伴う場合が多く、保存性評価には多くの試料や時間が必要である。

本研究室では非破壊的に品
質を評価するため、加工食
品の保存期間中の色彩変化
に着目している。加工食品を
様々な温度で保存した複数
のデータを用いて、ある温度
で長期保存した場合の品質
変化を予測する方法を検討し
ている。
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様々な温度・時間で品質を変化させる。高温のほうが大きく変化することが多い。これらのデータを解析し、
品質の変化挙動を予測する式を作成する。この予測を参考にすることで効率的な保存試験を実施できる。
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